
令
和
六
年
瓠
堂
忌

総
集
版

先
師
安
岡
正
篤
先
生
没
後
四
十
一
年

日
時

令
和
六
年
十
二
月
二
十
一
日

場
所

四
条
畷
神
社
・神
社
会
館

記
録
保
存
版



瓠
堂
忌

次
第

（第
一
・二
部
）

第
一
部

正
式
参
拝

四
條
畷
神
社

本
殿

神
事

玉
串
奉
納

安
岡
定
子
、
竹
中
栄
二
、
原

一
洋

第
一
部

式
典

四
條
畷
神
社

神
社
会
館

国
歌
斉
唱

開
会
の
挨
拶

竹
中

栄
二
（令
和
人
間
塾
）

献
詠

田
中

昭
夫
（姫
路
師
友
会
）

第
二
部

講
演

四
條
畷
神
社

神
社
会
館

第
一
題

 

原

一
洋
（尋
牛
会
）

「安
岡
正
篤
先
生
と
瓠
堂
忌
」

小
休
止

第
二
題

安
岡
定
子

（公
財 

郷
学
研
修
所
・安
岡
正
篤
記
念
館
）

「こ
れ
か
ら
の
安
岡
教
学
と
郷
学
振
興
」

師
友
会
会
歌

「日
本
の
誓
い
」
斉
唱

謝
辞

三
木
英
一

（令
和
人
間
塾
）

令
和
六
年

瓠
堂
忌
（安
岡
正
篤
先
生
を
偲
ぶ
会
）



四
條
畷
神
社
・
有
源
招
魂
社

正
式
参
拝



令
和
六
年

瓠
堂
忌

式
典
・
講
演
会
❶

第一部・二部 司会進行
辻田 充司氏



令
和
六
年

瓠
堂
忌

式
典
・
講
演
会
❷

第
一
講

原

一
洋
氏
（
尋
牛
會
代
表
）

第
二
講

安
岡
定
子
氏
（
郷
学
研
修
所
・

安
岡
正
篤
記
念
館
理
事
長
）



令
和
六
年

瓠
堂
忌

講
演

原

一
洋

（尋
牛
会
代
表
）

「安
岡
正
篤
先
生
と
瓠
堂
忌
」

一
九
八
三
年
十
二
月
十
三
日

大
阪
住
友
病
院
に
て
逝
去

翌
日
、
全
国
紙
に
は
、

「巨
星
墜
つ
！

歴
代
総
理
の
指
南
番

安
岡
正
篤
氏
逝
去
」

と
報
じ
ら
れ
た
。

二
〇
二
四
年
十
二
月
十
三
日
は
、
歿
後
四
十
一
年
で
す
。

晩年の安岡先生



令
和
六
年

瓠
堂
忌

講
演

安
岡
定
子

（公
益
財
団
法
人
郷
学
研
修
所
・

安
岡
正
篤
記
念
館
理
事
長
）

「こ
れ
か
ら
の
安
岡
教
学
と
郷
学
振
興
」



令
和
六
年

瓠
堂
忌

式
典
・
講
演
会
❸

謝
辞

（
第
一
部
・
二
部
総
括
）

三
木
英
一
氏

（
前
全
国
木
鶏
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
会
会
長
）

会場内全景

四條畷神社 神社会館からの眺望

参拝・式典・講演会
全体総括と謝辞
三木英一先生

（令和人間塾顧問）



令
和
六
年

瓠
堂
忌

懇
親
会

石
切
温
泉

ホ
テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ

於

元関西師友協会副会長
木下博夫氏による乾杯 開宴の挨拶 安岡正守副理事長

（郷学研修所・安岡正篤記念館）

安岡先生旧宅西隣家
福井雅章氏の御話

安岡先生旧宅 保持者
谷口 明氏の御話

八幡師友会の流れを汲む尋牛会の皆さん
と 原一洋代表による “弥栄！”



令
和
六
年

瓠
堂
忌

師
友
会
会
歌

「
日
本
の
誓
い
」

一
、
人
巧
天
を
驚
か
し   
ル
ー
ニ
ク
日
を
廻
れ
ど
も

      

地
上
は
悩
み
い
や
深
く   
人
は
破
滅
に
お
の
の
け
り 

（
ソ
連
）

二
、
人
類
の
罪 

贖
う
と   

血
を
そ
そ
ぎ
た
る
十
字
架
の

       

光
を
四
方
に
伝
え
来
し   

基
督 

教
徒 

今
い
か
に      

（
西
欧
）

三
、
無
尽
の
煩
悩 

明
ら
め
て
無
辺
の
衆
生
を
救
は
ん
と

       

無
量 

法
門 

開
き
た
る   

釈
迦
牟
尼
仏
土
今
い
か
に   

（
印
度
）

四
、
無
為
清
静
の
化
を
愛
し   

忠
恕
の
道
を
重
ん
じ
て

       

天
人
・
徳
を
一
と
為
す   

孔
老
の
国
今
い
か
に      

（
中
国
） 

五
、
ア
ラ
ー
を
拝
し
コ
ー
ラ
ン
を   

奉
じ
て
砂
漠
に
奮
い
立
ち

       

一
剣 

天
下
を
風
靡
せ
し   

イ
ス
ラ
ム
の
民
今
い
か
に
（
イ
ス
ラ
ム
）

六
、

万
邦 

茲
に
命
窮
し   

文
明 

終
に
空
し
き
か

      

嗚
呼
万
世
の
太
平
を   

開
く
ぞ
日
本
の
誓
ひ
な
る 

（
日
本
）  

じ
ん
こ
う
て
ん

お
ど
ろ

  

ひ       

め
ぐ

ち
じ
ょ
う

 

な
や

ふ
か

  
ひ
と      

は
め
つ

じ
ん
る
い

つ
み 

あ
が
な                  

ち

じ
ゅ
う
じ
か

ひ
か
り

よ

も

つ
た

き

き
り
す
と
き
ょ
う
と 

い
ま

む
じ
ん

ぼ
ん
の
う
あ
き

 

む
へ
ん

し
ゅ
じ
ょ
う

す
く

む
り
ょ
う
ほ
う
も
ん 

ひ
ら

   

し
ゃ
か  

む   

に  

ぶ
つ
ど  

い
ま

む 

い

せ
い
せ
い

  

か

 

あ
い          

ち
ゅ
う
じ
ょ  

み
ち      

お
も

て
ん
じ
ん

 

と
く

  

い
つ       

な

こ
う
ろ
う

 

く
に
い
ま

  

は
い

ほ
う

  

さ 

ば
く      

ふ
る

い
っ
け
ん
て
ん
か

ふ
う 

び

  

た
み
い
ま

ば
ん
ぽ
う 

こ
こ        

め
い
き
ゅ
う

ぶ
ん
め
い 

つ
い       

む
な

あ

あ

ば
ん
せ
い

た
い
へ
い

  

ひ
ら               

に
ほ
ん

  

ち
か

混
迷
し
た
世
界
を
救
え
る
の
は
皇
国
日
本
で
あ
る
！

安
岡
正
篤
先
生
の
大
予
言



「
瓠
堂
」の
由
来

瓠
堂

と
は
、

要
す
る
に

「
無
用
の
大
用
」
と
い
う
意
味
。



令和六年瓠堂忌
二日目：安岡先生の旧跡を尋ねて（東大阪孔舎衙）

令和6年12月22日（日）

支援：谷口 明氏、福井博章氏



文 ❶孔舎衙小学校

❷善根寺春日神社

❸安岡先生旧宅

12月22日（日）
孔舎衙界隈
安岡正篤先生旧跡めぐり

8：30 ホテルセイリュウ発

8：45 ❶孔舎衙小学校

9：30 ❷善根寺春日神社

10：30 ❸安岡先生旧宅

11：30 ❹ビオスの丘
旧跡追加説明
（谷口、福井）

12：00 昼食

13：00 大阪天満宮へ移動

14：00 ❹大阪天満宮参拝
正式参拝
見学、説明

15：00 解散

❹ビオスの丘



安
岡
正
篤
先
生
の
生
涯‐

一

四條畷中学剣道部主将として活躍

日下尋常小学校では級長

中河内郡日下尋常小学校

安岡先生旧宅(孔舎衙）

令
和
六
年

瓠
堂
忌

安
岡
先
生
と
孔
舎
衙
・
四
條
畷



安
岡
正
篤
先
生
の
生
涯‐

二

一高入学当時

安岡家と養子縁組が整う
一高入学前の安岡先生

日光華厳の滝を背に

和
漢
洋
の
書
物
を
読
破
し
、
自
身
の
精
神
的
枯
渇
を
癒
す
も
の
は

東
洋
古
典
し
か
な
い
と
看
破
し
、
人
物
学
研
究
に
傾
倒
し
て
い
った
。

令
和
六
年

瓠
堂
忌

安
岡
先
生
の
上
京

（大
正
五
年
九
月
）



１．孔舎衙小学校 （安岡先生句碑）



令
和
六
年

瓠
堂
忌

二
日
目

孔
舎
衙
小
学
校

金
治
教
頭
先
生
対
応

令
和
六
年
孔
舎
衙
小
学
校
創
立
百
五
十
周
年

二日目から参加 大山重俊さん、松倉金吾さん

安岡正篤先生の句碑
と二宮尊徳像



孔
舎
衙
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典

特
別
講
話

安
岡
正
篤
先
生
の
紹
介
文

（講
演
録
別
紙
）



２．善根寺春日神社 （安岡先生初学処）

善根寺春日神社

善根寺春日神社の御神酒

善根寺春日神社境内にある石碑

（安岡先生も飲まれたかも？）



令
和
六
年

瓠
堂
忌

二
日
目

善
根
寺
春
日
神
社
と
敬
神
会

安
岡
先
生
の
初
学
處
と
浅
見
妟
斎
先
生

安岡先生も歩いた春日神社の参道ｃ

善根寺春日神社本殿

安岡先生も歩いた春日神社の参道現宮司 高松祐吉氏と
安岡正守副理事長 

安岡先生が浅見妟斎宮司から
漢詩・漢文の手解きを受けた社務所

現宮司 高松祐吉氏のお母様 

春日神社の
御酒蔵 



令
和
六
年

瓠
堂
忌

二
日
目

善
根
寺
春
日
神
社

安
岡
先
生
の
初
学
處
と
浅
見
妟
斎
先
生

高松祐吉宮司とお母様（優亘） 

昭和49年に小学校の
同級生と訪問

高松優亘書 頤観（易  山雷頤） 



３．安岡先生旧宅 （安岡先生の少年時代）



令
和
六
年

瓠
堂
忌

二
日
目

善
根
寺

安
岡
先
生
旧
宅

安
岡
先
生
の
少
年
時
代

四條畷中学校

安岡先生旧宅

善根寺春日神社

孔舎衙尋常小学校

“俺らが書いた寄書が”（川人）



令
和
六
年

瓠
堂
忌

二
日
目

昼
食
会

ビ
オ
ス
の
丘

多
目
的
ホ
ー
ル

社
会
福
祉
法
人

仁
風
会
の
施
設
を
借
用

地元ご出身の福井雅章氏から
のご説明

ビオスの丘 多目的ホール 於

安岡先生から谷口正明氏への礼状

善根寺春日神社
浅見妟斎宮司の硯

谷口家所蔵のパネル、軸の
簡易展示あり



４．大阪天満宮 （安岡先生と先哲講座）

大阪天満宮で講演される安岡先生
（昭和36年 先哲講座）

「現代と老子」『関西師友』28号掲載



令
和
六
年

瓠
堂
忌

二
日
目

大
阪
天
満
宮
と
南
野
禰
宜

安
岡
先
生
と
寺
井
種
長
元
宮
司
の
縁

安岡先生と先々代の寺井種長宮司が
再会した場所（本殿への回廊の先）

戦後、先哲講座が開かれた
参集殿で南野禰宜の説明を伺う

安岡先生の筆による
天満宮会館の表札

安岡・伊與田教学と大阪天満宮の道縁
安岡正篤先生⇔先々代寺井種長宮司
伊與田覺先生⇒寺井種伯前宮司、南野禰宜



令
和
六
年

瓠
堂
忌

二
日
目

大
阪
天
満
宮
と
南
野
禰
宜
❷

安
岡
先
生
と
寺
井
種
長
元
宮
司
の
縁

安岡先生と先々代寺井種長宮司が
再会した場所（本殿への回廊の先）
四條畷中学剣道部の先輩後輩の仲

大阪天満宮で講演される安岡先生
（昭和36年 先哲講座）

大阪天満宮 俯瞰図
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